
本会は、2012年５月に結成され、同年９月12日にＮＰＯ法人の認証を受けました。活動の視点を、笠岡の元気を創る“まちおこし”とし、特に、①島、②農村、③商店街、④干拓の活性化支援を行い、同時に社会的弱者の方々の“さいごの砦”“駆け込み寺”として、会員のみなさん方と力を合わせて、生活相談を強めていきたいと思います。元気会 〒714-0085 笠岡市四番町3-20 ℡６３-０９１１ HP http://kasaoka-genkikai.com（「（「（「（「元気会元気会元気会元気会」」」」のののの事務所事務所事務所事務所はははは、、、、笠岡笠岡笠岡笠岡グランドホテルグランドホテルグランドホテルグランドホテル正面正面正面正面ですですですです 気軽気軽気軽気軽におにおにおにお立立立立ちちちち寄寄寄寄りくださいりくださいりくださいりください））））
干拓の道の駅周辺に、夏を象徴する“ヒマワリ”が咲き誇り、連日大勢の方々が押しかけられています。猛暑が続く中、みなさんお元気でしょうか？“元気会”の活動も、夏のイベントにスタッフ一同、結構汗をかいています。また、「駆け込み寺」としての「さいごの砦」活動も、７月は３２件と相変わらずですが、最近は弁護士を入れての協議・相談が多く、世情の深刻さが浮き彫りとなっています。笠岡を住み良く、活気づけようとの思いのネットワークを広げ、引き続きみなさん方のご支援の下で頑張っていきたいと思います。よろしくお願いいたします。

笠岡学園さんと共同して、さまざまな障がいを持つ方々や、外出困難な方々が集える場として、商店街に位置する元“ありぜん食堂”さんを“集え～る ひまわり”として、７月31日のおかげ市に合わせてオープンしました。この日、早速、笠岡学園の岡田課長が、自慢の焼きそばを披露。障がいを持つ方々の笑顔が一杯でした。みなさん、商店街へお越しの際は、ぜひ、お気軽にお立ち寄り下さい。

道の駅開駅記念日の８月３日と４日は、道の駅ひまわりイベントが開催されます。県内で一番来場客数の多い笠岡の道の駅。今年もいっぱいのヒマワリをお楽しみ下さい。
引続き道の駅では８月11日には、青年会議所の主催で、フードフェスティバルが開催されます。笠岡の食べ物が待っています。また、お母さんが元気会員の歌手“森恵”さんのミニコンサートも同会場で開催されます。元気会では、 に、食べ物と森恵ミニコンサートツアーを企画しています。申込みは63-0911まで。定員20人。参加費500円。

前・伊藤忠商事株式会社取締役会長の丹羽さんのお話を、笠岡で聞くことが出来るなんて、すごいことです！！笠岡商工会議所の、笠岡を思う心の熱さが伝わります。この機会を逃さないで下さい！
北木島出身の鶴田岩雄さんは目が不自由ですが、はったい粉つくりの名人。そこで“集え～る ひまわり”（商店街）で、“はったい粉”を食べる会を11時から開催します。懐かしさ一杯の大麦の味を、もう一度と思われる方は、ぜひご参加下さい。



大正琴・琴暎会の有志による“南京玉すだれ”がおかげ市に登場。商店街活性化に一役。軽快な語り口に見物客も大拍手でした。
外出困難な方の生きがい活動支援を、毎月一回行っていますが、７月は“聴覚障がい者”のための干拓ツアー。参加者一同、農業干拓の多様性に感動の連続でした。

飛島のみなさん総出であたたかい歓迎に６０名の参加者は大喜びでした。

笠岡の夜を彩る恒例のよっちゃれの夜。元気会は裏方作業のお手伝い。24団体・1200人の総踊りは圧巻でした。

同日、同時刻に、元気会が応援しているチェロアンサンブルが保健センターで、民謡民舞・寿会の大会が市民会館で開催。文化の高い一日でした。

元気会は東北支援を続けている“明日の架け橋”を応援しています。今月のボランティアバスは26日に出発。夏休みを利用して、市内の高校生が多数参加。団長は、元気会役員の加藤秀雄さんです。ご苦労さまでした。


